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公益社団法人 大館市シルバー人材センター 

安全・適正就業委員会 

 

“重篤事故が急増 会員、役職員の皆様、全力を挙げて事故撲滅を！！” 

今年度に入って全国的に事故が急増しています。 

就業中が昨年対比 115.0％ 就業途上が同じく 200.0％と大幅な増加となっています。 

まだまだ厳しい残暑が続きます。各位におかれましては十分な睡眠をとり、無理をしないように 

心がけましょう。健康管理に努め、おかしいなと思ったら、時には休む勇気も必要です。   

「安全作業に徹してください。」 

 

 

 

 

 

◎シーズンを通して暑さに負けない体づくりを続けよう。 

 

 「水分を」こまめに摂ろう        「塩分を」ほどよく摂ろう 

 「睡眠環境を」快適に保とう      「丈夫な体を」つくろう 

 「気温と湿度を」いつも気にしよう 「衣服を」工夫しよう 

 「日ざしを」さけよう            「冷却グッズを」身につけよう 

 「飲み物を」持ち歩こう         「休憩を」こまめにとろう 

 「熱中症指数を」気にしよう 
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熱中症対策 



             

 

 

        ◎蜂に刺されないポイント「服装」・「匂い」・「光」があります。 

 

「服装」 肌の露出、黒い物はさけ白色系を着用する   （スズメバチ） 

「匂い」 香水や整髪料、化粧品や体臭にも敏感に反応する（ミツバチ） 

「光る」 蜂は光るものに反応するので、極力身につけない! 

           

  

 

 

 

◎三脚脚立を使用中に転落事故が多発しています。 

植木剪定・ペンキ塗り・大工仕事などの場合、三脚脚立を使用しての作業が

多くなります。 

脚立の使用に当っては、 

「不等沈下の防止措置を講じ、開き止めストッパーを確実にかけ」安全な

環境を整えてから作業を行う！ 

 

                    

 

 

 

◎当センターにおいても毎年数件の賠償事故が発生しています。 

草刈り機は非常に便利な道具ですが、使い方を誤ると飛び石により作業者だ

けでなく周りの人々や財物を傷つける「凶器」にもなることを忘れない！ 

   

全国統一スローガン「事故防止、急ぐな、あせるな、気を抜くな」 

蜂刺され対策 

脚立の安全対策 

刈払い機による飛び石の防止 


